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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期
第３四半期
連結累計期間

第60期
第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

第60期
第３四半期
連結会計期間

第59期

会計期間

自平成21年
７月１日
至平成22年
３月31日

自平成22年
７月１日
至平成23年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成23年
１月１日
至平成23年
３月31日

自平成21年
７月１日
至平成22年
６月30日

売上高（千円）   3,316,021  4,207,701   1,206,935   1,408,3064,631,463

経常利益（千円）     130,686547,108    94,616   184,213316,105

四半期（当期）純利益（千円）     129,036    314,161    92,041    101,941387,013

純資産額（千円） － －    4,276,255   4,829,5824,520,275

総資産額（千円） － －    8,099,473   8,941,2048,140,360

１株当たり純資産額（円） － －     244.64    276.31 258.60

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
    7.38    17.97 5.27 5.83 22.14

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 52.8 54.0 55.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
490,855847,241 － － 590,114

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△150,997△118,683 － － △173,047

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△194,485102,593 － － △405,234

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
－ － 1,752,1822,449,1091,618,642

従業員数（人） － － 272 273 281

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人）　　　　　　　　　　　 273 (130)

      （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託、常用時給者、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を

含む。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を( )外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 223 (124)

      （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託、常用時給者、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を

含む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年1月１日
至　平成23年3月31日）

前年同四半期比（％）　

金属熱処理加工事業（千円） 854,425 －

　（注）１．金額は製造原価によっており、消費税等は含まれておりません。

２．金属熱処理加工事業は、取引先の品物に熱処理加工を施すことが生産であるため、生産実績は当第３四半期

連結会計期間製品製造原価を記載しております。

３．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

（2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

金属熱処理加工事業 1,291,564 － 166,705 －

　（注）　金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

（3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年1月１日
至　平成23年3月31日）

前年同四半期比（％）

金属熱処理加工事業（千円） 1,281,392 －

運送事業（千円） 109,322 －

情報処理事業（千円） 17,591 －

合計（千円） 1,408,306 －

 　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年より引続き、持ち直しの動きがみられましたが、依然とし

て円高による景気への下振れ及び雇用情勢の悪化の懸念に加えて３月には東日本大震災が発生するなど厳しい状

況が続きました。

このような経済状況のもとで、当社グループは、生産性の向上に取組み原価低減を図り収益性の向上に努めました。

こうした事業活動の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は1,408百万円（前年同四半期比16.7%増）、営業

利益は181百万円（前年同四半期比83.0%増）、経常利益は184百万円（前年同四半期比94.7%増）、四半期純利益は

101百万円（前年同四半期比10.8%増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①金属熱処理加工事業

　金属熱処理加工事業においては、自動車業界、産業工作機械、建設機械業界向け等の熱処理受注が増加いたしまし

た。

　このような状況の中で、熱処理効率の改善による生産性の向上や経費の削減を進め、収益の確保に努めました。

　これらの結果、売上高は1,281百万円、セグメント利益は172百万円となりました。

②運送事業

運送事業につきましては、売上高が回復基調にある中、傭車（外注）便を活用すると共に、運行管理の徹底、配車

の合理化及びエコドライブによる燃費の削減などに努めました。

これらの結果、売上高は109百万円、セグメント利益は９百万円となりました。

③情報処理事業

情報処理事業につきましては、営業活動を強化し、新規受注獲得に努めました。

これらの結果、売上高は17百万円、セグメント利益は0.7百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は第２四半期連結会計期間

末比647百万円増加し2,449百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は380百万円（前年同四半期は183百万円）となりました。これは主に税金等調整前

四半期純利益167百万円、減価償却費113百万円及び売上債権の減少71百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は６百万円（前年同四半期は79百万円）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は273百万円（前年同四半期は220百万円の支出）となりました。これは主に短期借

入金の増加500百万円があったものの、社債の償還129百万円及び長期借入金の返済88百万円の返済を行ったことな

どによるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は13百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

  当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 58,686,000

計 58,686,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行
数(株)
（平成23年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年５月16日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,631,600 17,631,600

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 17,631,600 17,631,600 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成23年1月1日～

　平成23年3月31日
－ 17,631,600 － 878,363 － 713,431

       

（６）【大株主の状況】

        　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており　　

　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　ません。
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（７）【議決権の状況】

　　　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

 　　　　記載することができないことから、直前の基準日（平成22年12月31日）に基づく株主名簿による記載をして 

　　　　 おります。

　     ①【発行済株式】 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 152,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,394,000 17,394 －

単元未満株式 普通株式 85,600 － －

発行済株式総数 17,631,600 － －

総株主の議決権 － 17,394 －

 

②【自己株式等】 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱オーネックス
神奈川県厚木市上依

知字上ノ原3012-3
152,000 － 152,000 0.86

計 － 152,000 － 152,000 0.86

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月
平成23年
１月

２月 ３月

最高(円) 118 114 110 102 120 109 168 179 172

最低(円) 97 100 100 87 90 100 109 130 84

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであり、　

　　　　　それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。　　　　　　　　　　 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 　　 － 代表取締役社長 管理本部長　 大屋　和雄　 平成22年10月１日

取締役 事業本部長　 取締役　 技術研究所長　 横山　剛 平成22年10月１日　

取締役　 管理本部長　 取締役　 管理本部副本部長　 鶴田　猛士　 平成22年10月１日　

取締役　 技術研究所長　 取締役　 事業本部長　 渡部　祐一　 平成22年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年７月１日から

平成23年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平

成22年３月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年７月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,459,109 1,628,642

受取手形及び売掛金 1,858,212 1,718,650

有価証券 － 991

製品 8,445 7,012

仕掛品 36,672 37,880

原材料及び貯蔵品 91,213 91,455

繰延税金資産 67,938 19,578

その他 211,648 276,809

貸倒引当金 △743 △634

流動資産合計 4,732,498 3,780,384

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 924,482 969,796

機械装置及び運搬具（純額） 725,866 890,406

土地 1,838,851 1,838,851

リース資産（純額） 92,012 82,191

建設仮勘定 40,300 3,000

その他（純額） 70,722 76,285

有形固定資産合計 ※
 3,692,234

※
 3,860,530

無形固定資産 92,731 55,988

投資その他の資産

投資有価証券 186,621 163,505

繰延税金資産 135,158 134,787

その他 102,170 145,396

貸倒引当金 △210 △233

投資その他の資産合計 423,739 443,456

固定資産合計 4,208,706 4,359,975

資産合計 8,941,204 8,140,360
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 373,974 320,535

短期借入金 824,705 409,380

1年内償還予定の社債 298,000 278,000

未払金 263,747 325,901

未払費用 187,855 157,110

未払法人税等 260,602 44,626

賞与引当金 105,720 32,658

その他 140,448 128,823

流動負債合計 2,455,054 1,697,036

固定負債

社債 587,000 775,000

長期借入金 612,125 700,510

退職給付引当金 310,733 299,431

役員退職慰労引当金 － 80,899

その他 146,708 67,207

固定負債合計 1,656,567 1,923,048

負債合計 4,111,621 3,620,084

純資産の部

株主資本

資本金 878,363 878,363

資本剰余金 713,431 713,431

利益剰余金 3,247,935 2,968,733

自己株式 △37,345 △37,219

株主資本合計 4,802,385 4,523,308

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,197 △3,033

評価・換算差額等合計 27,197 △3,033

純資産合計 4,829,582 4,520,275

負債純資産合計 8,941,204 8,140,360
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 3,316,021 4,207,701

売上原価 2,423,646 2,856,060

売上総利益 892,374 1,351,641

販売費及び一般管理費 ※
 771,430

※
 806,978

営業利益 120,944 544,662

営業外収益

受取利息 4,145 4,113

受取配当金 508 1,582

投資有価証券売却益 － 6,226

受取賃貸料 7,768 6,780

スクラップ収入 4,278 9,670

雇用調整助成金収入 24,403 －

工場設置奨励金 － 4,361

その他 11,394 5,497

営業外収益合計 52,498 38,232

営業外費用

支払利息 34,157 25,706

支払手数料 8,576 8,560

社債発行費 － 809

その他 22 710

営業外費用合計 42,755 35,786

経常利益 130,686 547,108

特別利益

投資有価証券売却益 － 255

固定資産売却益 － 15

保険解約益 7,604 －

役員退職慰労引当金戻入額 10,299 2,165

特別利益合計 17,903 2,436

特別損失

固定資産売却損 53 77

固定資産除却損 2,749 3,306

投資有価証券評価損 939 －

会員権売却損 － 14,637

特別損失合計 3,741 18,022

税金等調整前四半期純利益 144,848 531,522

法人税、住民税及び事業税 28,936 274,041

法人税等調整額 △13,124 △56,680

法人税等合計 15,812 217,361

少数株主損益調整前四半期純利益 － 314,161

四半期純利益 129,036 314,161
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 1,206,935 1,408,306

売上原価 847,383 959,747

売上総利益 359,551 448,559

販売費及び一般管理費 ※
 260,442

※
 267,229

営業利益 99,108 181,329

営業外収益

受取利息 1,452 1,363

受取配当金 31 167

投資有価証券売却益 － 5,858

受取賃貸料 2,384 2,166

スクラップ収入 1,190 2,381

雇用調整助成金収入 1,688 －

その他 2,550 1,844

営業外収益合計 9,297 13,781

営業外費用

支払利息 11,273 8,098

支払手数料 2,513 2,774

その他 3 25

営業外費用合計 13,790 10,897

経常利益 94,616 184,213

特別利益

固定資産売却益 － 15

投資有価証券評価損戻入益 5,747 －

特別利益合計 5,747 15

特別損失

固定資産除却損 15 1,748

会員権売却損 － 14,637

特別損失合計 15 16,386

税金等調整前四半期純利益 100,348 167,842

法人税、住民税及び事業税 18,582 105,283

法人税等調整額 △10,275 △39,382

法人税等合計 8,307 65,900

少数株主損益調整前四半期純利益 － 101,941

四半期純利益 92,041 101,941
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 144,848 531,522

減価償却費 409,783 332,869

投資有価証券評価損益（△は益） 939 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,657 11,302

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △86,100 △80,899

賞与引当金の増減額（△は減少） 63,158 73,061

受取利息及び受取配当金 △4,653 △5,696

支払利息 34,157 25,706

投資有価証券売却損益（△は益） － △6,482

保険解約損益（△は益） △7,604 －

固定資産除却損 2,749 3,306

売上債権の増減額（△は増加） △339,830 △139,562

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,265 16

仕入債務の増減額（△は減少） 103,840 53,438

未払又は未収消費税等の増減額 32,559 19,059

その他 △26,464 112,487

小計 324,460 930,131

利息及び配当金の受取額 4,674 5,696

利息の支払額 △40,025 △32,258

法人税等の支払額 △10,384 △56,327

法人税等の還付額 212,130 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 490,855 847,241

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 △10,000

定期預金の払戻による収入 10,000 10,000

有形固定資産の取得による支出 △100,556 △124,590

有形固定資産の除却による支出 △600 △1,428

有形固定資産の売却による収入 1,285 680

無形固定資産の取得による支出 △29,668 △41,373

投資有価証券の取得による支出 △43,898 △12,121

投資有価証券の売却による収入 － 30,634

保険積立金の解約による収入 22,900 －

その他 △458 29,516

投資活動によるキャッシュ・フロー △150,997 △118,683

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 40,000 500,000

長期借入れによる収入 580,000 150,000

長期借入金の返済による支出 △507,224 △323,060

社債の発行による収入 － 100,000

社債の償還による支出 △258,000 △268,000

リース債務の返済による支出 △14,208 △22,002

自己株式の取得による支出 △257 △125

配当金の支払額 △34,796 △34,217

財務活動によるキャッシュ・フロー △194,485 102,593
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成23年３月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △685

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 145,372 830,466

現金及び現金同等物の期首残高 1,606,809 1,618,642

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,752,182

※
 2,449,109
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用　

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用して

おります。

　これによる損益に与える影響はありません。

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第３四半期連結会計期間において、有形固定資産の「その他」に含めて表示しておりました「リース資産（純額）

及び「建設仮勘定」は、重要性が増加したため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前

第３四半期連結会計期間の「その他」に含まれる「リース資産（純額）」は、86,838千円、「建設仮勘定」は、3,000千

円であります。

　

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用している資産については、連結会計年度

に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。

２．繰延税金資産の回収可能性の判断 　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日）

（役員退職慰労引当金）

　当社は、平成22年９月28日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給を決議いたしま

した。

　これに伴い、当社の「役員退職慰労引当金」の金額を取崩し、打ち切り支給額の未払い分79,126千円を長期未払金とし

て計上し固定負債の「その他」に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年６月30日）

※  　有形固定資産の減価償却累計額は、8,205,365千円で

あります。

※ 　 有形固定資産の減価償却累計額は、7,940,975千円で

あります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

給与手当 240,248千円

賞与引当金繰入額 35,863 

退職給付費用 24,934 

役員退職慰労引当金繰入額 16,890 

給与手当 255,700千円

賞与引当金繰入額 33,120 

退職給付費用 23,012 

役員退職慰労引当金繰入額 4,413 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

給与手当 80,065千円

賞与引当金繰入額 22,935 

退職給付費用 7,350 

役員退職慰労引当金繰入額 5,227 

給与手当 84,257千円

賞与引当金繰入額 21,166 

退職給付費用 9,736 

　      

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在） （平成23年３月31日現在）

現金及び預金勘定 1,762,182千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △10,000 

現金及び現金同等物 1,752,182 

 

現金及び預金勘定 2,459,109千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △10,000 

現金及び現金同等物 2,449,109 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成22年７月１日　至平

成23年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　17,631,600株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　153,035株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1)配当金支払額　

決議 株式の種類 配当金の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 　

平成22年9月28日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金　 34,959　 2平成22年6月30日平成22年9月29日 　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）

 
金属熱処理
加工事業
（千円）

運送事業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 1,095,92596,738 14,2711,206,935 － 1,206,935

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 56,745 30,258 87,003(87,003) －

計 1,095,925153,48344,5291,293,938(87,003)1,206,935

営業利益 81,393 6,173 17,616105,184△6,075 99,108

　

前第３四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

 
金属熱処理
加工事業
（千円）

運送事業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 2,995,929276,10143,9893,316,021 － 3,316,021

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 164,74657,175221,921(221,921) －

計 2,995,929440,847101,1643,537,942(221,921)3,316,021

営業利益 88,858 16,497 22,113127,469△6,525 120,944

　（注）１．事業区分は、製品、商品及び役務の類似性によりセグメンテーションしております。

 　　　 ２．各事業の主な製品

(1）金属熱処理加工事業 浸炭熱処理、窒化熱処理、焼入・焼戻し・焼なまし 　

(2）運送事業 工業製品及び機械の運送及び荷役 　

(3）その他 情報処理 　

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　　　

 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。　

　当社グループは、取引先の品物に熱処理加工を施す事業を営んでおり、それに付随する品物等の運送及び情

報処理事業の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。　

　したがいまして、事業区分に基づき「金属熱処理加工事業」、「運送事業」、「情報処理事業」の３つを報

告セグメントとしております。

　各報告セグメントに属する主な内容は、次のとおりです。

報告セグメント 主な内容　

金属熱処理加工事業 浸炭熱処理、窒化熱処理、焼入・焼戻し・焼なまし

運送事業 工業製品及び機械の運送及び荷役

情報処理事業 コンピュータソフトウェアの開発及び保守

 　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自平成22年７月１日　至平成23年３月31日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　
金属熱処理
加工事業　

運送事業 情報処理事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 3,831,957329,78445,9604,207,701 － 4,207,701

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 198,43458,428256,862(256,862) －

計 3,831,957528,218104,3884,464,563(256,862)4,207,701

セグメント利益 508,94332,46714,668556,078(11,415)544,662

（注）１．セグメント利益の調整額11,415千円はセグメント間取引の消去であります。　

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

当第３四半期連結会計期間（自平成23年１月１日　至平成23年３月31日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　
金属熱処理
加工事業　

運送事業 情報処理事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,281,392109,32217,5911,408,306 － 1,408,306

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 64,75013,20677,956(77,956) －

計 1,281,392174,07330,7971,486,263(77,956)1,408,306

セグメント利益 172,1069,678 747 182,533(1,203)181,329

（注）１．セグメント利益の調整額1,203千円はセグメント間取引の消去であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　

　          （追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

EDINET提出書類

株式会社オーネックス(E01446)

四半期報告書

20/25



（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

著しい変動がないため記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

著しい変動がないため記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

当社グループはデリバティブ取引を行っておりません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成23年１月１日　至平成23年３月31日）　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１.１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年６月30日）

１株当たり純資産額 276.31円 １株当たり純資産額 258.60円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 7.38円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 17.97円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 129,036 314,161

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 129,036 314,161

期中平均株式数（千株） 17,481 17,479

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 5.83円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 92,041 101,941

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 92,041 101,941

期中平均株式数（千株） 17,480 17,479

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間（自平成23年１月１日　至平成23年３月31日）

　著しい変動がないため記載を省略しております。

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社オーネックス(E01446)

四半期報告書

23/25



 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成22年５月14日

株式会社オーネックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仙波　春雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 湯浅　敦　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　達也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーネック

スの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成

22年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーネックス及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成23年５月16日

株式会社オーネックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 湯浅　敦　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　達也　　印

 
　
　

 　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーネック

スの平成22年７月１日から平成23年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成

23年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年７月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーネックス及び連結子会社の平成23年３月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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